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　今年、2022年に豊田市民美術展は60回
を迎えます。1963（昭和38）年に第1回展
が開催されて以来毎年開催され、継続的な
市の文化事業としては最も歴史があるもの
の一つで、また一番身近な発表の場として
あり続けてきました。そこで今一度、市民
美術展を振り返りつつ、豊田の美術を考え
る記念展を開催します。
　本展では近年台頭してきた高校・大学生
など若手の作品をはじめ過去60年間をさ
かのぼり、市民美術展を基軸にしながらも、
その前史や地元の発表の場の多様化も含め
ながら、半世紀以上の近現代の豊田におけ
る地域美術の一端を当時の資料、映像など
も含め、市長賞を始めとした受賞作品等に
よって概観します。
　また、現在活躍中の作家の初期の市民美
術展受賞作（あるいは当時の作品）から新
作までの変遷を展示し、作家の受賞後の展
開を示します。
　ささやかながら、豊田における近過去に
関してのローカルアートヒストリーの試み
として、この場をキャスティングボードに
して巣立っていった若い感性の軌跡を追う
ことで、今後の市民の美術活動の刺激・推
進の契機としたいと思います。

1 梶千春《無題》1997
2 篠田 (安田 )有里
 《DEAD ENDー最果ての時ー》1998
3 丹羽隆夫《Red Christ-mas》1993
4 新實広記《Vessel》（参考図版）
5 安藤豊邨《真而靜》1976頃
6 水尻愛《ふく》2021

会場：豊田市美術館ギャラリー会期：2 0 2 2年12月14日（水）̶25日（日）
開館時間 午前10時～午後5時30分　 ※休館日 12月19日（月）

第 60回公募展
豊田市民文化会館展示室 A・B
令和4年 12月4日（日）～ 18日（日）
※月曜休館

・シンポジウム「表現としての豊田」

─様々なジャンルで広く活躍する
豊田の異なる世代の作家が
どのような表現の場を作ってきたのか? 

日程：12月 17日（土）午後2時～午後4時

会場：豊田市美術館講堂

パネラー：山本富章、新實広記、阿部多為、天野一夫（司会）

・出品作家によるギャラリートーク

日程：12月24日（土）午後2時～午後3時30分

会場：豊田市美術館ギャラリー

関連企画
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